












研究目的 

血友病をはじめとする先天性凝固障害症は皮膚・粘膜の出血はもとより,関節,筋肉,その他,

深部組織・臓器の出血を反復して身体機能障害を招きやすく,又,先天性血小板機能障害症

および後天性の慢性血小板障害症は長期にわたり,皮膚・粘膜などよりの出血の反復に悩ま

される。 

本邦における先天性凝固障害症の実態は,1961年より1976年まで5年毎に把握されている

が,血小板機能障害症の実態は明らかでない。 

本研究班では,1)血友病および血小板障害症の実態を調査し,それぞれの病型分類とその病

態像を明らかにし,2)凝固障害症および血小板障害症に対する治療基準の設定に関する検

討を行なう。 


